
指導教員及び研究指導項目

教　員　名 研　究　指　導　項　目　

青　木　隆　浩  近現代の商家研究，社会規範研究

天　野　真　志  日本近世・近代の学問と政治・文化に関する研究，地域資料の保存と継承に関する研究

上　野　祥　史  古代東アジアの墳墓と金工品の考古学研究

内　田　順　子  近代日本における映像民俗学（映画技術，作品の歴史的・文化的背景，民俗学との関わり）

大　串　潤　児  戦時戦後（20世紀）、地域社会における青年や女性の社会文化運動を中心とする日本現代史

川　村　清　志  祭礼，民俗芸能を中心とした民俗文化

工　藤　航　平  日本近世地域史，知識の形成・共有・継承と社会変容に関する研究，民間の編纂物・蔵書

小　池　淳　一  民俗信仰の史的研究，口承文芸の研究，読み書きと民俗をめぐる学際研究，日本民俗学史に関する研究

小瀬戸　恵　美  自然科学的手法による歴史・文化財資料の材質分析と産地推定

後　藤　　　真  人文情報学・特に日本史学に対して情報技術を応用した研究

齋　藤　　　努  自然科学的な手法を用いた歴史資料の材質，物性，製作技法，原料の産地などに関する研究

坂　本　　　稔  炭素14年代法

佐　川　享　平  炭鉱における労働社会史，炭鉱関係資料の保全・活用

澤　田　和　人  日本の染織史

島　津　美　子  自然科学的手法（顕微鏡観察，元素分析など）による彩色材料の材質分析（顔料，染料など）

鈴　木　卓　治  博物館における研究・展示・広報を支援する情報システム（ソフト・ハード）の研究，色彩と画像の情報処理

関　沢　まゆみ  社会と儀礼に関する民俗学的研究，高度経済成長と生活変化

高　田　貫　太  外来系の考古資料に基づく古代（主に弥生～古墳時代）の日朝関係史

中　村　耕　作  先史社会におけるモノ・身体の象徴・認識論（主に縄文土器・葬送・家屋）

箱　﨑　真　隆  年輪年代法，酸素同位体比年輪年代法，炭素14スパイクマッチ法，木材樹種同定

橋　本　雄　太  人文情報学，特に歴史研究や歴史教育の支援を目的としたWebシステム開発

林　部　　　均  古代宮都の研究，古代地域社会の研究

樋　浦　郷　子  帝国日本の教育と宗教

樋　口　雄　彦  明治期の社会・文化と旧幕臣の動向

日　高　　　薫  蒔絵を中心とする漆工芸史

福　岡　万里子  幕末外交史，19世紀東アジア国際関係史，日欧交渉史

松　尾　恒　一  民俗宗教，民間信仰の研究，職能者の祭儀と呪術，寺社の儀礼研究，東アジアにおける異文化の接触と変容の研究

松　田　睦　彦  生業の技術・信仰・人の移動

三　上　喜　孝  出土文字資料を中心にした古代東アジア文字文化の研究

村　木　二　郎  中世日本の流通・技術・信仰に関する考古学的研究

山　田　慎　也  死と葬送儀礼の近代化に関する研究

吉　井　文　美  近代日本外交史・近代東アジア国際関係史

吉　村　郊　子  生業と環境利用の変還に関する人類学的研究

若　木　重　行  金属元素同位体分析手法の開発と歴史資料研究への応用（産地・食性等）、自然科学的手法による地球史・人類史の解読

鷲　頭　　　桂  日本中世・近世の絵画史，日本美術における対外交流史

※指導教員は，人事異動等により変更する場合があります。




